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人は、

近づく前に、

すでに入れないと知っている。



距離は、測られていない。

けれど、決まっている。

動く前に、

もう、そこに入れるかどうかは終わっている。



距離は、

社交性ではない。

話しかけやすさでも、

人懐っこさでもない。

心を開いているかどうかでもない。

それらはすべて、

すでに決まったあとに現れる。



人は、近づく前に、

境界で止まっている。

入れるか、

入れないか。

その判断は、

言葉より先に終わっている。

近づけない人は、

拒まれているのではない。

そこに、

入る余白がないだけだ。

距離は、

拒絶ではなく、

すでに在る状態として現れる。



だから、

何もしていない人に、

人が集まることがある。

近づこうとする人ほど、

距離は遠い。

一歩引いている人ほど、

なぜか、近い。

距離は動かない。

ただ、そこに現れる。



近さは、

越えられるものではない。
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